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患者同意について

検査結果に影響を与える臨床情報

検査予約

至急オーダー 不可

検査オーダーに関する注意事項

患者の検査前準備

検体採取のタイミング

採取容器について

検体採取について

採取後検体の取扱い

検体搬送について

オーダーボタン名(検体)

採取容器・検査材料

ラベル見本(検体)(単項目オーダー時)

ラベル見本(細菌)(単項目オーダー時)

001 受託終了6676

凝固促進剤＋血清分離剤(ピンク)

血液 6 mL

血清

C6

0.3 mL

01

採取材料

測定材料

採取量

測定必要量

遠心分離

京都大学医学部附属病院 検査部 / 病理部 / 薬剤部   



免疫複合体-C1q固相法

immune complex, C1q solid phase assay

5.免疫学的検査  >>  5G.自己免疫関連検査>>5G610 免疫複合体-C1q固相法 

連絡先 3764

Ver.16 検査中止項目

Department of Clinical Laboratory, Kyoto University Hospital   

[6676/5G-610-001]

検査に要する時間(生理検査)

再検査･追加検査の対応可能日数

検体到着日から60日間（検体量ある場合のみ）<br />

（分析物の安定性については「採取検体の保存条件」を参照）

検体採取に関する注意事項・検査の実施に関する注意事項

検査機器 &nbsp;

検査所要日数 2～4日

検査部門・委託先 外部委託（LSIメディエンス）

検査部門(平日時間内)

検査部門(時間外・休日)

検査結果報告について

採取検体の保存条件

受入不可基準

生物学的基準範囲

基準値設定材料・検査方法

保存検体種 優先

保存条件 安定性温度

保存条件1

安定性温度

保存条件2

安定性温度

保存条件3

01 血清 凍結保存条件1 8 週

溶血 検体凝固 強乳び 採取量過不足 採取容器違い

尿材料違い 冷蔵保存なし 遮光保存なし 開栓 黄疸

男性 女性 単位

基準値設定材料 血液

検査方法 酵素免疫測定法 (EIA) (C1q固相法)
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上昇する疾患<br />   細菌性心内膜炎, シェーグレン症候群, 天疱瘡, 潰瘍性大腸炎, 多発性動脈炎(PN), 伝染

性単核症, 全身性エリテマトーデス(SLE), 糸球体腎炎, 強皮症(PSS), 急性ウイルス性肝炎, 悪性腫瘍(固形癌, 

リンパ系腫瘍), クローン病, IgA腎症, 関節リウマチ(RA), 混合性結合組織病(MCTD)

異常値を示す病態・疾患

&nbsp;&nbsp;免疫複合体（IC）は, 抗原・抗体・補体の複合体である. <br /> &nbsp;&nbsp;血中で生じ

た免疫複合体は, 通常, 貪食組胞に処理されるが, 免疫複合体の多量の発生, 抗体の産生不全や貪食組胞の機能

低下などの病的な状態では, 腎糸球体や血管壁に沈着して補体の活性化や組織障害が起こる. <br 

/> &nbsp;&nbsp;免疫複合体の検出は, このような病的な状況が存在するかどうかを判断するのに有用であ

る. 現在, 血中の免疫複合体（循環性免疫複合体（CIC））を補促する方法には, 補体第一成分（C1）成分の

亜成分の一つで, CIC結合性をもつC1qを利用した方法, 補体を活性化するCICの最終産物であるC3d結合免疫

複合体を補促する抗C3dモノクローナル抗体を用いた方法, リウマチ因子が免疫複合体を形成したIgGに対し

て結合能力をもっている事から, 骨髄腫由来のモノクローナルリウマチ因子（mRF）を利用した方法などが

ある. 

臨床的意義

基準値情報

緊急異常値

電話連絡対応

参考文献

JLAC10

00 免疫複合体-C1q固相法 3.0 以下 3.0 以下 μg/mL

中村敏男ほか. Ciq Solid-phase Enzyme Immunoassayによる流血中Immune Complexの測定. 臨床免

エスアールエル 検査要項

広瀬俊一. 免疫複合体測定の意義. リウマチ科. 1991, vol. 5, no. 4, p.301-304.

分析物 5G610 免疫複合体-C1q固相法

識別 0000

材料 023 血清
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変更履歴

Ver 文書更新日 変更適用日 内容

2008/04/01～2008/04/011 制定

2015/04/01～2015/04/242 外部委託先変更(SRL⇒LSIM), 検査方法変更

2016/04/01～2016/04/253 平成28年度診療報酬改定

2017/03/10～2017/04/214 最低採取量・容器変更([2mL]⇒[3mL])

2018/04/01～2018/04/065 平成30年度診療報酬改定

2019/12/16～2019/12/166 JLAC10更新に伴う検査項目名称変更

2020/04/01～2020/04/027 令和2年度診療報酬改定

2020/12/17～2020/12/168 採血容器変更

2021/05/27～2021/08/029 採血容器変更

2021/12/24～2022/03/0710 一時受託中止（測定試薬の原料調達に問題が生じたた

め）

2021/12/09～2022/03/0911 採取名称部分に検体搬送先を印字

2022/05/20～2022/06/1712 受託中止

2022/04/01～2022/08/0113 令和4年度診療報酬改定

2022/12/01～2022/12/0114 受入不可基準などについて全面改訂

2023/12/21～2023/12/2115 必要検体量を追記

2024/06/01～2024/06/0416 令和6年度診療報酬改定

測定法 000
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